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第1章 緒 論及ビ文獻

血液 ト肺氣胞 トノ間ニ營マルル瓦斯代謝ニ於テ

酸素ノ供給充分ナラザル時ハ其ノ原因ガ空氣夫 レ

自身ノ性状ノ變化 ニ存 スルニモセヨ或ハ生體内ノ

變化即チ全身或ハ局所ノ異状ニ基 クニモセヨ凡ソ

酸素缺乏ノ一定度ニ達セル場合ニハ,生 體ハ常ニ

呼吸器及ビ循環器 ノ著明ナル機能亢進 ヲ以テ直チ

ニ之ニ 反 應 シ,以 テ其 ノ缺 乏 ヲ補 ハ ン ト スル モ ノ

ナ リ.然 ラバ斯 ル 際 ニ於 ケル 血液 ノ態 度
,詳 言 ス

レバ 瓦 斯 代 謝 ニ直接 關 與 スル 血 色 素 乃 至 赤 血 球 ノ

數量ガ,一 過性或ハ永續性ノ酸素缺乏ニ對シテ,

夫 々如何ナル關係 ヲ示スモノナルカバ,當 然攻究

セラル可キ問題ナリ.今 其ノ文獻 ヲ按ズルニ

(甲) 酸素需要量 ト生體 トノ間ニ存 スル相關關
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係 ノ變 化 ノ原 因 ガ,生 體 夫 レ自身 ノ側 ニ存 スル場

合 ニ就 テハ,Abderhalden u. Roske1)ハ 急 激 ナ

ル 筋 肉 動作 ノ 直後 ニ 赤血 球 數 及 ビ血 色 素量 ノ増 加

スル ヲ認 メ,Ackermann u. Lebrecht2)モ 亦 高

度 ノ筋 肉動 作 ノ反 覆 セ ラ レタル後 即 チ 「トレー ニ

ング」 ノ後 ニ,又Meyer3)ハ 心臟 機 能 障 碍 ノ永續

セ ル モ ノ ニ テ同樣 ノ所 見 ヲ認 メ タ リ.又Binet4)

及 ビ其 ノ共 同者 ハ犬 ニテ窒 息 後 ニ一過 性 ノ赤 血球

數 ノ増 加 ヲ見,本 邦 ニテ ハ之 ニ就 テ小 野林5)氏 ノ

研 究 ア リ.更 ニ 近 來 人工 氣 胸 術 ノ治 療 上 ニ廣 ク應

用 セ ラル ル ニ至 リ此 場合 ニ見 ラル ル血 液 ノ變 化 ノ

原 因 ヲ酸 素缺 乏 ニ歸 セ ン トスル モ ノ尠 カ ラズ.例

ヘ バBurker6)ハ 人 及 ビ動 物ニ 人工 氣胸 ヲ施 セ ル

後,赤 血球 數 及 ビ血 色 素 量 ノ増 加 ヲ見,Gutstein7)

モ亦 同樣 ノ成 績 ヲ得.Burker6)ハ 斯 ル際 ニ血 漿 ノ

蛋 白 質 ノ變 化 ヲ見 ザ ル點 ヨ リ單 ナル血 液 ノ濃 縮 セ

ル結 果 ニ非 ザ ル事 ヲ明 カ ニシ,Moog u. Pelling8)

ハ 人 ニテハ 著 シ キ増 加 ヲ認 メ得 ザ リ シモ,犬 ニ於

テハ赤血球數及 ビ血色素量ノ著明ナル増加 ヲ認 メ

血清蛋白量 ニハ變化ヲ缺キ血液ノ酸素消費量ハ増

加セルヲ見 タリ.

要 之,以 上 ノ諸 家 ハ何 レモ斯 ル血 液 ノ變化 ヲ以

テ,人 工 氣胸 ノ結 果 トシテ酸 素 缺乏 ヲ來 シ,爲 メ

ニ赤 血球 新 生 ノ増 加 ヲ來 セ ル モ ノ トナ シ.有 馬9)

氏 ハ 高 山療 法 ト人 工 氣 胸 療 法 トノ間 ニ幾 多 ノ相 似

タル,或 ハ全 ク同 一 ナル 作 用 ノ存 スル ヲ指 摘 シ テ,

人 工 氣 胸 ニ於 テ酸 素 缺 乏 ガ重大 ナ ル意 義 ヲ有 スル

事 ヲ述 ベ タ リ.

(乙) 空 氣 ノ性 状 ノ變 化 セ ル場 合 ニ就 テハ,一

酸 化 炭 素 中毒 ニ ヨ リテ,「 ヘ モ グ ロ ビ ン」ノ酸 素 交

換 作 用 ニ障 碍 ヲ來 サ シ メ,夫 レ ニ依 リテ惹 起 セ ラ

レタル酸 素 缺乏 時 ノ赤 血 球 ノ變 化 ヲ検 セ ル モ ノア

リ.即 チ 石 川10)氏,Priseo11)コ レナ リ.然 レ ドモ

最 モ多數 ノ實驗 ノ行 ハ レシハ,低 氣 壓 ニ依 リテ酸

素 分壓 ノ低 下 シ テ,其 ノ結 果 酸 索 缺 乏 ヲ來 セ ル 際

ノ血 液 ニ現 ハ ル ル變 化 ニ就 テ ナ リ.此 實 驗 ハ 一方

高 山地 方 ニ於 テ人 及 ビ動物 ニ就 テ研 究 セ ラ レタル

ト共 ニ,他 方Jourdanet12), Regnard13), Sellier14)

等 ノ實 驗 以來,低 壓 裝 置 ヲ用 ヒテナ サ レ タル 實 驗

的研究存 ス.

抑 々吸 氣 ノ酸 素 ノ稀 薄 ナル 場 合 ニ赤 血 球 ノ増加

ヲ來 ス可 シ トノ意 見 ヲ始 メテ公 ニセ シハ,Jourd-

anet12)ナ リ.然 レ ドモ氏 ハ未 ダ此事 實 ヲ實 驗 的 ニ

證 明 スル ニハ 至 ラザ リシ ガ,1882年Paul Bert15)

ハ 高地 ニ於 ケル 動 物 ノ血 液ハ 血 色素 ニ富 ミ,低 地

ノ動物 ノ夫 レニ比 シ テ,ヨ リ多 量 ノ酸 素 ヲ吸 収 ス

ル 事實 ヲ明 カ ニ シ,之 ヲ以 テ急 速 ニ發 現 セ ル現 象

ニハ 非 ズ シテ,幾 世 代 カ ノ間 ニ完 成 セ ラ レ タ ル

適 應 ノ結 果 ト ナ セ リ.然 ル ニ 其 ノ後Viault16),

Egger17), Jaruntowski u. Schroder18)及 ビMie-

scher19)一 派 等 ノ研 究 ノ結 果,高 地 ニ滞 在 スル 事

ニ依 リ,比 較 的短 時 日 ノ間 ニ於 テ モ,末 梢 血 管 中

ノ赤血 球 數 及 ビ血 色 素 量 ノ増加 ヲ來 ス事 實 ガ 明 カ

トナ レ リ.然 レ ドモ斯 ル際 ニ認 メ ラル ル血 液 ノ變

化 ガ果 シ テ如 何 ナル 機 轉 ニ依 リテ 招 來 セ ラル ル モ

ノナ ル カ ニ關 シ テハ,其 ノ後 モ幾 多 ノ見 解 存 シ テ

諸 家 ノ意 見猶 ホ全 ク一 致 スル ニハ 至 ラザ リ キ.試

ミニ之 ヲ概觀 スル ニ次 ノ如 シ.

(A) 絶對 的 ノ増 加 トナ スモ ノ.

1) Paul Bert15), Viault16), Egger17), Mie-

scher19), Cohnheim u. Weber20)等 ハ赤 血球 數

及 ビ血 色 素 量 ノ増 加 ヲ血 球 新 生 ノ亢 進 ニ歸 ス.

2) Fick21)ハ 日 々新 生 サ ル赤 血 球 ヲn其 ノ生

存 期 間 ヲmト スル時n×mハ 全 赤 血球 數 ヲ示 ス

モ ノ ナ リ トン,而 シ テ赤 血 球 數 増 加 ノ原 因 ハ1)

ノ學 者 等 ニ ヨ リテ唱 ヘ ラル ル 如 キnノ 増 加 ニ存 ス

ル ニハ非 ズ シ テ,m即 チ生 存 期 間 ノ延 長 ニ依 ル モ

ノ ト主 張 セ リ.

(B) 相 對 的 ノ増 加 ナ リ トナ ス モ ノ.

1) Grawitz22)ハ 高 地 ニ テハ,水 分 ノ蒸 發 盛 ナ

ル タ メ ニ血 液 ノ濃 縮 ヲ來 ス ト唱 フ.

2) Zuntz23)等 ハ血管運動神經ノ刺戟ニ依 リテ

血液ノ分布ニ變化 ヲ來 ス事實竝 ニ高地 ニ於テ赤血

球數及ビ血色素量ノ増加 スト稱セラルルモ常 ニ必
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ズ シ モ然 ラズ シ テ,時 ニハ 却 ツ テ減 少 ヲ來 ス場 合

ス ラア リ ト云 フ自家 ノ認 識 ニ基 キ,高 由氣 候 ノ皮

膚 刺 戟 ニ ヨ リテ,血 管 緊 張 度 ノ變 化 ヲ來 ス爲 メ ニ

血 球 ノ分 布 ニ異 常 ヲ生 ジ,以 テ血 球 ノ増 加 セル ガ

如 キ結 果 ヲ招 ク モ ノ ナ リ トセ リ.

3) Bunge24)ハ 血 管 ノ收 縮 ニ依 リ テ 淋 巴 道 ニ

血 漿 ノ逸 出 ヲ來 シ,爲 メ ニ血 液 ハ 濃縮 シテ 血球 ニ

富 ムニ至 リ,其 ノ結 果 同 一 ノ心 臟 動 作 ニ依 リテ多

量 ノ血 色 素 ヲ肺臟 ニ送 リ得 ル ニ 至 ル 可 シ ト言 へ

リ.

4) Winternitz25)ハ 血 球 ハ 常 ニ一 定 ノ臟 器 中

ニ抑 留 セ ラ レ,心 臟 及 ビ血管 系 ノ異 常起 レバ,再

ビ流血 中 ニ放 出 セ ラ レテ血 液 ヲ濃 厚 ナ ラシ ム ト稱

セ リ.

然 レ ドモ以上 ノ諸 説 ハ多 タハ 假 説 ニ シ テ,實 驗

的 根 據 ニ乏 シク増 加 ノ眞因 ヲ探 ランニハ,單 ナ ル

赤 血 球 ノ算 定,血 色 素量 ノ測 定 以外 ニ猶 ホ他 ノ研

究 方 法 ニ依 ラザ ル 可 カ ラズ.全 血量 ノ測 定,有 核

赤 血球 及 ビ網 状 赤 血球 等 ノ檢 索,赤 血 球 抵 抗 ノ檢

査,骨 髓 ハ組 織 學 的 研究 ノ如 キ 之 ナ リ.而 シテ全

血量 ニ關 シ テハ,Laqner26)及 ビLippmann27)ハ

Davosニ 於 テ 人ニ 就 テ,又Radeff u. Lintzel28)

ハ低 壓 裝 置 内 ニ置 キ タル 鼠 ニ就 テ其 ノ増 加 ヲ證 明

セ リ.全 血 色 素量 ニ關 シテ ハ,Weiss29)ハ 家兎 ニ

テ増 加 ヲ見 ズ ト爲 セ ルモ,Jaquet u. Suter30)ハ

家 兎,Lintzel28)等 ハ 鼠 ニ於 テ共 ニ増 加 ヲ認 メ,更

ニLintzel31)ハ 全鐵 量 ノ増 加 ヲ證 明 シ,Muntz32)

モ亦 家 兎 ニ於 テ,同 樣 ノ成績 ヲ得 タ リ.幼 若 赤血

球 ノ増 加 ノ有無 ハ,新 生 亢 進 ノ關 與 スル カ否 カ ヲ

決 定 スル ニ重 要 ナル 要 素 ニ シテ,Schaumann u.

Rosenqvist33)ハ 低 壓 裝置 ヲ用 ヒ,犬 及 ビ家兎 ニ

於 テ有 核 赤血 球 ノ増 加 セル ヲ見 タ リ.然 レ ドモ 此

所 見 ハ 久 シク學 者 ノ承認 ヲ得 ル ニ至 ラザ リシ ガ,

近 來Balo34)ハ 低 壓 裝 置 内 ニテ,鼠 ニ於 テ有 核 赤 血

球,Jolly氏 體 及 ビ赤 血球 ヨ リ逸 出 セル 核 體 等 ヲ

多 數 ニ認 メ,Radeff u・ Lintzel28)モ 亦 鼠 ニ於 テ

有核赤血球ノ増加セルヲ見タリ.網 状赤血球ノ檢

索 ノ此 研 究 ニ應 用 セ ラル ル ニ至 リ シハ,比 較 的 近

時 ノ事 ニ屬 ス.而 シテ 諸家 ノ之 ニ關 スル成 績 ヲ通

覽 スル ニ,2樣 ノ見解 ア リ.低 壓 ニ ヨ リテ變 化 セ

ズ トナ ス説 ト,増 加 ス ト稱 スル説 ト之 ナ リ.即 チ

1928年Straube35)ハ 人間 ニ日 々15乃 至90分 間

10乃 至25cm水 柱 ノ低 壓 空 氣 ヲ吸 入 セ シ メ,6乃

至7週 ノ間 ニ於 テ,赤 血 球 數 ノ増 加 ヲ見 タ ル モ,

其 ノ際 ニ網 状 赤 血球 數 ノ増 加 ヲ見 ラ レズ ト稱 シ,

同樣 ニBackmund36)モ1933年Schneeferner-

haus(2650m)ニ 到 着 後2時 間 ニ テ赤 血 球 數 ノ増

加 ヲ見 タ ル モ,網 状 赤 血 球 數 ニハ 特 ニ 増 加 ヲ認 ム

ル ニ至 ラザ リギ.反 之,1927年Barcroft37)ハPeru

ノ探 險 ニ於 テ,一 行(高 地 ニ於 ケル 滯 在期 間 ハ 約3

週 間)及 ビ高 地 ノ住 人ニ テ本 赤 血 球 數 ノ増 加 シ,低

地 へ歸 還 後 ニハ 平 常 値 以下 ニ減 少 セ ル ヲ見 タ リ.

又Juhasz-Schaffer u. Sandor38)ハ1929年Davos

(1650m)ニ6週 間 滯 在セ ル ニ,網 状 赤 血 球 ハO.1―

0.6%ヨ リ4―6%ニ 増 加 シ,更 ニ8週 間 ノ滯 在 ニ

テ ハ1%以 上 ノ數 ヲ示 シ タ リ.Kaulbersz39) (1933

年)モ 亦Davosニ3箇 月,Gornergrat (3100m)

ニ約2箇 月,Difourspitze (4638―4400m)ニ20

時間 滯 在 シ,其 ノ際網 状 赤血 球 數 ハ 人 ニ テハ2%,

實 驗 動 物 ニ テハ10―15%ノ 數 値 ヲ得,猶 ホ 同 時 ニ

赤 血 球 ノ滲 透 性 抵 抗 ノ増 加 シ居 ル ヲ見 タ リ.更 ニ

又Heilmeyer10)(1933年)ハSchneefernerhaus

ニ18日 滯 在 シ,綱 状 赤 血球 數 ハ2―3日 ニ テ増 加

シ,7―9日 ニ テ最 高 値 ニ達 シ,其 ノ後 減 少 セ ル モ,

低 地 ニ於 ケル 數 値 ヨ リモ猶 ホ高 ク,低 地 ニ歸 還 セ

ル後 ハ 更 ニ減 少 シ テ,中 ニ ハ 平 常 値 以 下 ニ低 下 セ

ル ヲ見 タ リ.馬 ハ 同時 ニ猶 ホ 白血 球 及 ビ血 小 板 ニ

就 テ モ檢 セシ ニ,著 明 ノ變 化 ヲ見 ル ニ至 ラザ リ シ

ヲ以 テ,高 山氣 候 ノ骨 髓 ニ對 スル 作 用ハ 赤 血 球 ノ

新 生 ヲ選 擇 的 ニ刺戟 スル モ ノ ト斷 ジ,更 ニ同時 ニ

行 ヒ タ ル 全 血 量 ノ測 定 及 ビ體 外 ニ排 泄 セ ラ ル ル

「ウ ロ ビ リ ン」ノ定量 等 ヨ リ高地 ニ見 ラル ル 赤血 球

數 及 ビ血 色 案 量 ノ増 加 ハ,眞 性 ノ増 加 ニ シ テ,造

血 機能 ノ亢 進 及 ビ生理 的 溶 血 作 用 ノ強 度 ナル 抑 制
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ヲ以 テ其 ノ原 因 ト爲 セ リ.低 壓 室 内 ニ於 ケル 實驗

ニテ ハ,Seyfarth41)ハ 家 兎,海 〓 其 ノ他數 種 ノ動

物 ニ410乃 至48Ommノ 氣 壓 ヲ作 用 セ シ メ,24乃

至48時 間 ノ後 ニハ,赤 血球 数 ノ増 加 ナ シ ニ網 状赤

血 球 數 ノ ミ増 加 シ,3乃 至4日 低 壓 後 ニ ハ約3乃

至4倍 ニ増 加 セ ル ヲ見,又 瀉 血 ヲ行 ヒシ モ ノ ニテ

ハ6日 後 ニ テ著 シ ク増 加 セ リ ト言 ヒ,且 斯 ル 際 ニ

ハ 有 核 赤 血球 及 ビJolly氏 體 保 有赤 血 球 ノ増 加 セ

ル ヲ見 タ リ.幼 若赤 血 球 ハ 多 量 ノ酸 素 ヲ消 費 スル

ト言 フ事 實 ニ基 キ,Massing u. Morawitz42)ハ

Col d'Olen (3000m)ニ 於 ケ ル10日 間 ノ滯 在 中

ニ,血 液 ノ酸 素 消 費 量 ヲ檢 セ シ ニ,其 ノ結 果 ハ陰

性 ニ終 リシ モLoewy u. Forster43)ハ 更 ニ正確 ナ

ル方 法 ニ依 リテ之 ヲ檢 シ,家 兎 ニ テ著 明 ナル増 加

ヲ認 メ,之 ヲ以 テ幼 若 赤 血球 ノ多數 ニ 出現 セル結

果 トナ セ リ.Naegeli44)ハ 家 兎 ヲ500乃 至420mm

ノ氣 壓 ノ許 ニ約1週 間飼 育 セ ル ニ,低 張 液 ニ對 ス

ル赤血球ノ最小抵抗ハ低下シ,最 大抵抗ノ上昇セ

ルヲ 見,此 際May-Grunwald液 ニ テ青 色 ニ強 ク

染色 セ ル赤 血 球 ノ多 數 ニ 出現 セ ル ヲ認 メタル モ,

之 ヲ以 テ幼 若 赤血 球 トナ スカ,或 ハ老 朽 セ ル赤 血

球 ノ再 ビ強 キ滲透 抵 抗 ヲ獲 得 セル 結 果 ナ リ トスル

カ ノ決 定 ヲ保 留 セ リ.又Aztalos45)等 ハ 赤血 球 數

ノ増 加 ニ伴 ヒテ,其 ノ抵 抗 ハ減 少 スル モ,網 状赤

血 球 數 ノ増 加 ニ對 應 シ テ抵 抗 ノ増 加 セ ル時 期 アル

ヲ見 タ リ.

骨 髓 ノ所 見 ニ關 シ テハSchaumann u. Rosen-

qvist33)ハ 家 兎 ヲ用 ヒ タル 實驗 ニ於 テハ,骨 髓 ノ變

化 ハ 一 樣 ナ ラズ ト稱 シ,Zuntz, Loewy u. Muller46)

等 ハ幼 若 ナル 及 ビ成 熟 セル犬 ニ 就 テ,對 照 動 物 ガ

黄 色 骨髓 ヲ示 セル ニ反 シ,高 地 ニア リシ モ ノ ニ テ

ハ 赤 色 骨髓 ヲ呈 セ ル ヲ見 タ リ.然 レ ドモ老 齡 犬 ニ

於 テハ斯 ル差 異 ヲ認 メズ トナ セ リ.Balo34)ハ 更 ニ

鼠 ニ就 テ低 壓 試 驗 ヲ行 ヒ テ骨 髓 機能 ノ著 明 ニ亢 進

セル 状 ヲ組 織 的 ニ證 明 セ リ.

之 ニ依 テ見 ル ニZuntz u. Loewy23)等 ハ 既 述 ノ

如 ク,始 メハ 分 布 ノ相 違 ニ依 ル相 對 的 ノ増 加 ナ リ

ト主 張 セ シ モ,軈 テ赤血 球 數 ノ増 加 ヲ骨髓 機 能 ノ

亢 進 ニ歸 セ シナ リ.又Abderhalden47)ハ 始 メハ

(1902年)絶 對 的 ノ増 加 ヲ認 メズ シ テ,後48)1905

年 一 度新 生 ノ亢 進 ヲ承認 セル モ,近 來49)(1927年)

更 ニ絶對 的或 ハ 相 對 的 増 加 ナ ル カ ヲ決 定 ス可 キ確

實 ナル 根據 ヲ認 メ ラ レズ ト爲 シ,更 ニ幾 多 ノ實 驗

ヲ行 ヒ シ結 果,低 壓 ノ初 期ニ 見 ラル ル急 激 ナ ル赤

血 球 數 ノ増 加ハ 相 對 的 ノモ ノ ニ シ テ,後 期 ニ於 テ

ハ絶 對 的 ノ増 加 ヲ來 ス可 キ モ,而 モ塗 抹 標 本 ニハ

新 生 ノ増 加 ヲ證 ス可 キ 所見 ヲ認 メ得 ラ レザ ル故 ニ

少 ク トモ絶 對 的 増 加 ノ 一因ハ赤 血 球 崩壊 ノ減 少 ニ

存 ス可 シ ト爲 シ,此 際 全 血 量 ハ 寧 口減 少 ス ト稱 ス.

之 ニ反 シBurker50)ハ 初 期 ニ見 ル急 激 ナ ル 赤 血球

數 ノ増 加 ハ畢 竟 貯 藏 所 ヨ リMobilisierenセ ラル

ル モ ノ ニ テ,後 期 ニ見 ラル ル増 加 ハ 新 生 ノ亢 進 ニ

依 ル モ ノ ナ リ トセ リ.此 説 ハBarcroft51)ノ 研 究 以

來 脾 臟 ガ血 液 貯 藏 所 ノ作 用 ヲ營 ミ,必 要 ニ應 ジ收

縮 シ テ貯 藏 血 液 ヲ流血 中 ニ放 出 ス ト言 フ實 瞼 的基

礎 ヲ有 スル ニ至 リ,酸 素 缺 乏 時 ノ赤 血球 數 變 化 ノ

一 端 ハ更 ニ闡 明 トナ リシ感 ア リ.Binet4),Binet,

Cardot et Williamson52), ,Binet et Kaplan53)

等 ハ犬(窒 息)及 ビ海 〓(短 期 低 壓)ニ テ正 常 竝 ニ

剔脾セルモノニ就テノ成績ヲ比較 シテ酸素缺乏時

ニ於ケル血液有形成分ノ増加 ヲ脾臟ノ調節作用ニ

歸シタリ.而 シテBarcroft37)ハ 酸素缺乏ノ際ノ

赤血球數ノ増加ニ關與 ス可キ諸因子 ヲ次 ノ如ク表

示セリ.

赤血球數増

加ノ方法

應 急手 段

水分 ハ減少.

毛細管ノ新ナル擴張.

脾臟收縮.

不 明ナル原因.

最後的手段 骨髓作用.

即 チ氏ノ説ニ從ヘバ,酸 素缺乏時ニ於テハ,先

ヅ血液ノ濃縮分布ノ相違,貯 藏血液ノ放出及 ビ其

ノ他 ノ原困ニ依 リテ,初 期ニ見 ヲルル赤血球數 ノ

増加ヲ來シ,生 體ハ更ニ最後的手段 トシテ骨髓作

用ノ亢進ヲ來 スモノナリ.然 レドモ此説 ト雖 モ幾
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多 ノ單ーナル實驗成績ヨリ歸納セルニ 止マリテ,

綜合的實驗ノ根據ヲ缺ク.其ノ他Laquer26),54)ノ如 ク,嘗 テハ高地ニ於ケル赤血球數 ノ増加 ヲ以テ

高山氣候 ノ酸素分壓 ノ低下ニ歸セシニ,近 來ニ至

リテ高山氣候ノ他 ノ性状ノ更ニ重要視 セラルベシ

トナスモノアリ.斯クノ 如ク高地或ハ 低壓裝 置内

ニテ見ヲルル赤血球数ノ増 加ノ機轉ニ關 シテハ,

見解未ダ全ク一致スルノ域ニ達 セズ ト雖モ,酸 素

分壓ノ低下ニ基ヅク骨髓刺戟ニヨル血球新生ノ増加ノ存 ストナスハ現今一般ノ趨勢ナルガ如シ.凡

ソ生物學的現象ノ如キ複雜ナルモノニテハ,種 々

ハ視角ヨリノ觀察ニ ヨリテ始メテ其ノ眞相ヲ明カ

ナラシムル事 ヲ得ペク,此意 味ニ於テ低氣壓ノ綱

状赤血球ニ及ボス影響ノ如キハ猶ホ研究ノ價値アル ヲ信 ズ ルモ ノナリ.蓋 シ之ニ關 スル文獻ニ就 テハ,

既ニ述ベ タル ガ如 ク,Barcroft37), Juhasz-Schaffer u. Sandor38), Kaulberstz39), Back-mund36)及ビHeilmeyer40)等

ノ 高地ニ 於 ケ ル,

Straube35)ノ低壓空氣ノ吸入ニヨル,大萱55)氏,

津 田56)氏等 ノ窒息時ニ於ケル,又Seyfarth41)ノ

低壓裝置ヲ 用ヒタル動物實驗 等アルモ,多 クハ何レモ1―2ノ時相ニ於ケル網状赤血球ノ單ナル増

減 ヲ論 ズルニ止マリテ,全 過程ニ於ケル消長 ヲ系統的ニ明カニナセル業績ニ乏シク,而モ低壓裝置

内ニ於ケル動物實驗ニ關 シテハ

Seyfarth41)ノ實驗ノ存スルノミナリ.於茲,余 ハ本問題ノ實驗的 研究ニ補遺スル所ア

ヲントシ,恩 師緒方教授御 指導 ノ下ニ,自 家考案

ノ低壓装置ヲ用 ヒ,動 物 ヲ材料ト シテ低壓 ノ許ニ

置キ,絹状 赤血球,赤 血球,白 血球等 ノ諸血液像

ノ消長ヲ檢シ,一 定ノ成績ヲ擧ゲ得タリト信ズル

ヲ以テ,茲ニ 報告 スルモノナリ.

而 シテ赤血球滲透性抵抗ニ及ボ ス諸因子ノ影響

ニ就テハ,古來 先人ノ業績,汗 牛充棟 モ啻ナヲズ

ト雖モ,獨リ低氣壓ノ之ニ及ボス影響如何ニ關シテハ詳細ナル研究ナク,從 來ノ微々タル研究ニ

於テ其 ノ態 度 ノ未 ダ 明 カ ナ ラ ザ ル 憾 ミア リ.故ニ

茲ニ併セ研究發表 シ,大 方諸賢ノ批判 ヲ仰ガ ント

ス.

第2章 實驗 方法

第1節 低壓裝置

低壓裝置ハ第1圖(a)及ビ(b)ニ示 スガ如キ内

容6579cm3ノ 圓筒形鐵製ノ憩室ニ シテ,前 後壁ニ

第1圖 (Fig. 1)

低壓裝置
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正方形ノ硝子ヲ挿入セル憲ヲ設ケ,以 テ憩室内 ノ

氣壓度及ビ實驗中ノ動物ノ動靜 ヲ觀察 スルノ便ニ

供ス.減壓 ノ目的ニハ「水流ボンプ」ヲ使用シ,後

壁 ノ排氣孔ヨリ 之ヲ爲 ス.動 物ノ出入ニハ前面ノ

鐵蓋 ヲ除去シ之ヲ行フ.憩 室内ニハ金網ノ棚 ヲ挿

入シ,夫 等ノ間ニ乾燥剤 ヲ充滿 シ,以 テ憩室内ノ

空氣乾燥ニ便ナヲシム.低壓目的ニ ハ憩室内ヲ常

ニ400mm,Hgノ 氣壓 トス.而 シテ本實驗ニ アリ

テハ氣壓 ノ精確 ヲ期スルタメ精密氣壓計ニ テ常ニ

無壓計ノ誤差ヲ確 メタリ,目 的ニ從ヒテ,夫 々5

時 間,10時間,2日,4日 ト逐次日時ヲ重ネ テ最

長8日 間迄作用セシメタリ.而 シテ此際憩室内ノ

氣壓 ノ變化ノ調節及ビ生成 スルCO2瓦 斯 ノ増加

ニヨル血液性状ニ 及ボス影響 ヲ避ケンガ爲メ,1

時 間毎ニ新鮮ナル空氣ヲ入レ換氣 ヲ行フ コト5分

間ニシテ,後 再ビ400mm, Hgノ 低壓 トナセリ.

本裝置内ニ1時 間以上動物ヲ放置セバ,動 物ハ生

成増 加セルCO2瓦 斯 ノ爲メ窒息死ニ至ルベシ.1

日 ノ低壓作用時間ハ10時 間 トセリ.

第2節 實驗 動物

試獣 トシテ2500g内 外 ノ成熟雄性家兎ヲ用ヒ

タリ.試 獣ハ豆腐粕ニ テ飼育 シ,全 動物ノ生活状

態等ハ 同樣ニナシ,可 及的同一條件下ニ テ實驗セ

ンコトニ努力 シタリ.

第3節 測定方法

i) 赤血球及ビ 白血球算定:ト ーマ ツアイ

スノ血球算定器 ヲ使用ス.

ii) 血 色素含有量:ザ ーリー氏ノ血色素計 ヲ

用フ.

iii) 血液像:白 血球種類 ノ分類ハ專ヲSchil-

ling57)ノ「ヘモグラム」ニ依 リタリ.赤 血球異常型

ハ(+)(++)(+++)(++++)等ニ テ程度 ヲ表ハセリ.iv

) 網状赤 血球算定:Robertson58)氏 方 法

ニ據レリ.

v) 憩室 内瓦斯分析法: Haldane59)氏 ノ瓦

斯分析器 ヲ用フ.

vi) 赤血球滲透性抵抗測定法: 低 張食鹽水ニ

對スル抵抗ヲ專ラ實驗セリ.詳 細ハ拙著「剔脾竝

ニ低壓 ノ血液諸状ニ及 ボス影響ニ就 テ」第1報 ヲ

見ヲ レタシ.

vii) 赤血球直徑測定法: Bock氏 赤血球徑

測器 ヲ用 フ.

viii) 血 液粘稠度:Hess60)ノ 粘稠計 ヲ用フ.ix) 温度及ビ濕度:Six-Bellani氏ノ最高122
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最低寒暖計及ビ1日卷キ自記濕度計ヲ用フ.第3章 高濕低壓ノ赤白血球及ビ血色

素ニ及ボス影響

第1節 對 照試驗

正常家兎ノ一定期間内ニ於ケル血液像ノ動搖ニ

ツキ,先人 ノ成績 ハ ア レ ドモ 余 自身ニ テ 之ヲ 實驗

セ シニ 第1表 ノ如 シ.

第1表 對 照 試驗(時 間的採血ニ據ル血液像)

赤血球数,網状 赤血球数竝ニ赤 血球異常型,血 色

素量,白 血球数等 ハ著變 ナカリシモ,唯血液像ニ多

少「假性ニ オジシ嗜好」細胞 ノ増加ヲ見ルノミ.

第2節 本 試驗

本實驗 ヲ施行スルニ當リ,低壓 憩室内ノ温度及ビ濕度

ノ動物血液性状ニ 及ボス影 響ノアルベキハ

醫學常鐵上思考セヲルル所ニ シテ,余ハ 低壓裝置

内ニSix-Bellani氏 ノ最高最低寒暖計及ビ 自記濕

度計ヲ設置,之 等ヲ測定セシニ低壓 室内ノ温度ハ

低壓時ニ 於テモ殆 ド室温ニ一致 セリ.理 論上減壓

セル際ニハ氣温ハ低下ス可キモ,外 界ノ温度ノ傳

導及ビ1囘 ノ低壓時間 短キ爲メ,低壓 憩室内ノ氣

温大ナル變化ヲ生ゼザルモノノ 如シ.即 チ室温ト

同樣20℃ 前後ナリキ.低壓 室内ノ濕度ハ 外界ノ

比濕48度 前後ナルモ,一度ビ排氣ヲ 行ヒ低壓 トナ

スヤ急激ニ上昇シ85度 前後ノ比濕 ヲ示ス.而 シテ

逆ニ換氣 ヲ行フヤ急速ナル濕度ノ下降ヲ示シ,忽

チニシテ外界ノ比濕 ト同程度ノモノトナル ヲ知ル.

即チ第2圖ニ 示 スガ如シ.

第2圖 (Fig. 2)

低壓 憩 室 内 ノ 比濕123
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第1項 400mm Hgヲ5時 間 作 用 セ シ

メタル 場 合

家 兎 ヲ400mm Hgノ 低 壓 ニ5時 間 作 用 セシ後,

大氣壓ニ復歸セシメレ直後,3時 間等 ト時間ヲ追

ツテ檢 血 セ シ成 績 ハ 第2表 ノ如 シ.

第2表 400mm Hg5時 間作用 セシメタル場合

家 兎Nr. 5, Nr. 11共 二網 状 赤血 球 數,大 氣壓

復 歸 後 直後 ニ於 テハ1.5%及 ビ1.7%ノ 増 加 ヲ示

スモ,3時 間後 ノ檢 査 時 ニハ既 ニ元 値 ニ復 還 セ ル

ヲ見 ル.而 シ テ以 後舊 値 ヲ繼 續 シ,増 減 ヲ示 サ ズ.

其 ノ他 ノ諸 性 状ニ ア リテ ハ 大 氣壓 復 歸 後,著 變 ナ

キ モ,唯 「假 性 エ オ ジ ン嗜好 」 細 胞 ノ輕 度 ナ ル増

加 ヲ見 ル.而 シ テ直 後 ヨ リモ3時 間 ニ於 テ明瞭 ナ

リ.

第2項 400mm Hgヲ10時 間 作 用 セ シ

メタル場 合(第3表 參 照)

Nr. 8ニ 於 テ網 状 赤 血球 ハ大 氣復 歸 直 後3.7%

トナ リテ元 値 ヨ リ2.2%増 加 ヲ示 ス.爾 後3時 間,

8時 間,16時 間,24時 間 ニ至 ル迄,夫 々3.5%,

3.3%,3.2%,2.8%ト 増 加 セ ル事 ヲ示 セ シモ,2日

ニ 到 しバ1:1%ト ナ リ元 値 ニ復 歸 シ,以 後 變 化 ナ

ク經過 ス.赤 血球數,血 色素量ニハ著變ナシ.多

染性赤血球ハ綱状赤血球ノ増加 ヲ示 ス直後,8時

間16時 間 ニ増 加 ヲ示 ス 以外 増 加 ナ シ.有 核 赤 血

球 ハ直 後,Jolly氏 小 體 保 有 赤 血 球 ハ3時 間 目 ニ

出現 ヲ見 ル モ,其 ノ他 ニ増加 ナ シ.白 血 球 數 ニ於

テ ハ變 化 ヲ見 ズ.「 假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」細 胞 ガ3時

間 ヨ リ輕 度 ナ ル モ 増 加 セ ル ヲ見 ル.淋 巴細 胞 ハ

「假性エオジン嗜 好」細胞増加 スル時ハ減少スル

ヲ見 ル モ,他 ノ 白血 球 百分 率 ニ於 テハ變 化 ヲ認 メ

ズ.Nr. 24ニ 於 テ網 状 赤血 球 ハ低 壓 作 用後 直 後 ニ

4.3%,3時 間 ニ3.8%,8時 間 ニ4%,16時 間 ニ

3.5%,24時 間 ニ3.1%ト 増 加 ヲ示 スモ2日 ニ至 リ

テ 元 値ニ 復 歸 スル ヲ見 ル.爾 後増 減 ナ シ.赤 血 球

數,血 色素 量 ニハ 變 化 ナ シ.多 染 性 赤 血 球 ハ 直 後,

3時 間,8時 間,16時 間 ニ増 加 セル ヲ見 ル.即 チ
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第3表 400mm Hg10時 間作 用セ シメ タル場合

網状赤血球ノ増加時以外ニハ増加セザル ヲ識ル.

有核 赤血球ハ3時 間,8時 間ニ出現ヲ見ルモ其 ノ

他 ニハ見ズ.Jolly氏 小體保有赤血球ハ出現 ヲ見

ズ.白 血球數ハ著變ナシ.「假性ニオジン嗜好」細

胞ノ輕度ノ増加ヲ見ル以外百分率ニ於テ變化 ヲ認

メズ.

以 上 要 スル ニ400mm Hgヲ10時 間 作 用 セ シ

際 ニ ア リテ ハ,大 氣 壓 復歸 後,網 状 赤 血球 ガ直後

ヨ リ24時 間 迄増 加 ヲ示 シ,多 染 性 赤 血球 増 加 ガ略

ボ之 ニ平行 スル カ ノ如 キ傾 向 ア リ.赤 血 球 數 ,血

色 素 量,白 血 球 數 ニハ變 化 ヲ認 メザ ル モ,唯 「假

性 エ オ ジ ン嗜 好 」細胞 ガ經 度 ナル増 加 ヲ示 ス如 シ.

第3項 400mm Hgヲ2日 間作 用 セ シ

メ タル場 合(第4表 參 照)

Nr. 32ニ 於 テ網状 赤 血 球 數,大 氣復 歸 直 後 ヨ リ

増 加 ス.即 チ 直後7.5%, 4時 間6.7%, 24時 間5.5%

ヲ示 ス.後 漸 減 シ,6日 ニ ハ2.1%ト ナ リ,7日 ニ

至 リテ漸 ク1.2%ト ナ リテ 元 値 ニ囘 復 セ リ.赤 血

球 數 ニハ 未 ダ變 化 ヲ認 メズ ト雖 モ,血 色 素 量ハ 直

後83, 4時 間81ヲ 示 シ テ 明 カ ニ増 加 セ ル ヲ現 ハ ス

モ6時 間 ニ於 テハ元 値 ニ復 歸 セ リ.多 染 性 赤 血 球

ハ大 體 ニ於 テ直 後 ヨ リ4日 迄 増 加 スル ヲ認 メ.有

核 赤血 球 ハ4時 間,6時 間,Jolly氏 小 體 保 有 赤

血 球 ハ 直 後,4時 間 ニ出 現 スル ヲ見 ル.白 血 球 數

ニハ大 ナ ル變 化 ナ ク
,「 假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」細 胞 ノ

輕 度 ナル 増 加 アル モ ノ ノ如 シ.其 ノ他 ノ百 分 率 ニ

ハ 著 變 ナ シ.

Nr. 9ニ 於 テ網 状 赤 血球 數 ハ 元 値1 .3%ニ 對 シ,

直 後7.5%ト ナ リテ著 明 ナ ル増 加 出現 ヲ示 ス.以

後 増 加 ヲ持 續 シ,7日 ニ2.1%ト ナ リ,8日 ニ到 リ

テ元 値 トナル.赤 血 球 數 モ 著變 ナ カ リ シモ
,血 色

素 量 ニ於 テハ元 値80ニ 對 シ直後92, 4時 間88ヲ
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第4表 400mm Hg2日 間 作用 セシメタル場合

示 シ増 加 セル ヲ明示 スル モ,6時 間 ニ到 レバ 元 値

ニ復歸 スル ヲ認 ム.以 後 變化 ナ シ.多 染 性 赤血 球

ハ 直 後 ヨ リ3日 迄 増 加 セル ヲ示 ス.有 核 赤 血 球 ハ

直 後,6時 間,13時 間 ニ出 現 セル ヲ認 メ,Jolly

氏小體保有赤血球ハ直後,4時 間 ニ出現セルヲ認

ム.白 血 球 數 ハ變 化 ヲ示 スコ トナ シ.「 假 性 エ オ ジ

ン嗜 好 」 細胞,輕 度 ノ増 加 ノ傾 向 ヲ見 ル モ,大 體

ニ於 テ百 分 率 ニ著 變 ナ シ.

以 上要 スル ニ400mm Hgノ 低 壓 ヲ2日 間 動 物

ニ作 用 スル場 合 ニア リテ ハ,網 状 赤 血 球 ハ 直後 ヨ

リ1週 間 前 後迄 増 加 ヲ示 スモ,未 ダ赤 血 球 總 數 ニ

ア リテ ハ 著變 ヲ認 ムル コ ト能 ハ ズ.而 シ テ血 色 素

量ニアリテハ,赤 血球總數 ノ増加ニ先立チテ直後

4時 間ニ於テ既ニ増加セルコ トヲ見ル.多 染性赤

血球ハ網状赤血球ノ出現 ト同時ニ増加出現シ,前

者ノ未ダ増加 ヲ示セル時ニ於テ,即 チ4日 乃至5

日ニ於テ既 ニ増加停止 スルモノナリ.有 核赤血球,

Jolly氏 小體保有赤血球ハ共ニ短時間ノ期間ニ出
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現 ヲ見 ル モ ノ ニシ テ,一 般 ニ出現 稀 レ ト言 フモ差

支 ヘ ナ シ.白 血 球 數 ハ 増 加 ヲ呈 スル コ トナ キ モ,

異 常 ナ ル減 少 ヲ示 スコ トハ ナ シ.又 其 ノ各 種 百 分

率 ニ於 テモ 著 變 ヲ見 出 ス コ ト困 難 ナル 如 シ.

第4項 400mm Hgヲ4日 間 作 用 セ シ

メタル 場 合(第5表 參 照)

第5表 400mm Hg 4日 間 作用セ シメタル場合

Nr. 25ニ 於 テ網 状 赤 血 球 ハ低 壓 作用 前1.5%ヲ

示 セ ル ニ,直 後 ニ於 テハ7.9%ノ 増 加 ヲ示 シ,18

時 間6.5%ヲ 示 シ,後 漸 減 シテ6日 ニ3.1%ヲ 示 ス

モ8日 ニ到 リ1.7%ヲ 示 シテ元 値 トナ リ 以 後増 減

ナ シ,赤 血球 數 ハ 直後536,000ノ 増 加 ヲ示 スモ,3

時 間 以 後 ハ 減 少 シ,500,000以 上 ノ増 加 ヲ見 ズ.血

色素 量 ハ 元 値78ニ 對 シ直 後85, 3時 間83, 7時

間82ト ナ リテ増 加 セ ル コ トヲ知 ル.而 シ テ18時

間 以後 ハ元 値 ニ復 歸 セ リ.多 染 性 赤 血 球 ハ 直後 ヨ

リ2日 迄 増 加 セル ヲ見 ル.有 核 及 ビJolly氏 小 體

保 有赤 血 球 ハ稀 ニ見 ラル ノ ミ.白 血 球 數 ハ増 加 ハ

見 ヲ レザ ル モ,又 減 少 ヲ見 ズ.「 假 性 エ オ ジ ン嗜

好 」細 胞 ニハ著 變 ナ キ モ大 單 核 及 ビ移 行型 ハ2日

迄 ハ輕 度 ナ ガ ラ モ 増 加 ノ徴 ア リ.他 ニ ハ 著 變 ナ
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シ.

Nr. 16ニ 於 テ ハ網 状 赤 血 球 直 後 ヨ リ著 明 ニ増

加 シ,元 値0.9%ニ 對 シ,7.7%ヲ 示 ス.6日 迄 増

加 ヲ持 續 スル モ,7日 ニ1.1%ト ナ リテ元 値 ニ還

ル.赤 血球 數 ハ直 後600,000ノ 増 加 ヲ示 スモ3時

間 ニハ 既 ニ減 少 シテ元 値 トノ差 僅 ニ144,000ナ リ.

以後 ハ 著 變 ナ ク經 過 ス.血 色 素 量 ハ 直後 ヨ リ7時

間迄 増 加 ヲ示 シ,18時 間 以後 ハ 著 變 ナ シ.多 染 性

赤 血 球 ハ直 後 ヨ リ3日 迄 増 加 セ ル ヲ見 ル.有 核 赤

血 球 ハ18時 間 ヨ リ2日 迄 出現 ヲ見,Jolly氏 小體

保 有 赤 血 球 ハ3時 間 ヨ リ24時 間 迄 出 現 ヲ見 ル.

白血 球 數 ニハ 増 減 ナ シ.其 ノ百 分 率 ニ於 テハ 「假

性 エ オジ ン嗜 好 」 細 胞,大 單核 及 ビ移 行 型 ノ輕 度

ノ増 加 ヲ見 ル外,他 ニ著變 ナ シ.

以 上要 スル ニ綱 状 赤 血球 ハ 直後 ヨ リ増 加 ヲ來 シ

1週 日 ノ後 ニ到 リ始 メ テ 元 値 ニ還 ル ヲ 知 ル.最

高6.8%ノ 増 加 ヲ示 ス.赤 血球 總數 ハ 直後 ニ於 テ

550,000前 後 ノ輕 度 ノ増 加 ヲ示 スモ3時 間 ニ シ テ

既 ニ元 値 ニ還 ル ヲ知 ル.而 シテ 血色 素量 ハ直 後 ヨ

リ増 加 ヲ示 シ赤血 球 數 ノ増 加 ヲ見 ザ ル7時 間迄 モ

増 加 ヲ示 スナ リ.其 ノ最 高増 加 ハ7%―8%ナ リ.

多 染 性 赤 血 球,直 後 ヨ リ増 加 スル モ綱 状 赤血 球 ノ

元 値 ニ復 歸 セ ザ ル ニ 先 立 チ テ増 加 ヲ中 止 スル ナ

リ.有 核 及 ビJolly氏 小 體 保 有 赤 血球 ハ 出現 不規

則 ナ リ.白 血球 數 ハ未 ダ増 加 セザ ル ヲ知 ル モ,輕

度 ナ ル「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」細 胞 及 ビ大 單 核 竝 ニ移

行 型 ノ増 加 ヲ見 ル モ ノ ノ如 シ.

第5項 400mm Hgヲ6日 間 作 用 セ シ

メタル場 合(第6表 參 照)

Nr. 37ニ 於 テ網 状 赤 血球 ハ 直 後 ヨ リ著 明 ナル

増 加 ヲ示 シ,直 後 ニ於 テ最 高8.2%ノ 數 値 ヲ示 ス.

後 漸 減 シ テ8日 ニ到 リテ1.3%ノ 元 値 ニ復 歸 セ リ.

而 シ テ赤血 球 總 數 ニア リテ モ,直 後 ヨ リ増 加 ヲ示

シ,低 壓 作 用前 ノ價 ヨ リ824,00Oノ 増 加 ヲ見 ル.

爾 後 漸 減 シ ツ ツモ増 加 ヲ持 續 シ,24時 間 ニ於 テ,

6256,000ヲ 示 シ元 値 ヨ リ528,000ノ 増 加 ヲ示 スモ,

2日 ノ檢 査 時 ニ於 テハ 元 値 ニ復 歸 スル ヲ見 タ リ.

爾後 ノ經遇ニ於テハ増減著變ナク,終 始元値前後

ノ値 ヲ示 ス.血 色 素 量 ハ 直後102ヲ 示 シ著 明 ナル

増 加 ヲ認 ム.後 稍 々下 降 ノ傾 向 ア ル モ,24時 間 ノ

檢 査時 ニ於 テ増 加 ヲ持 續 シ ヲ リ,90ヲ 示 セ リ.而

シテ2日 以後 ハ 低 壓 作 用 前 ノ價 ニ復 歸 セ リ.白 血

球 數 ハ 大氣 壓 開 放 直 後9200,2時 間8800, 5時 間

8200, 15時 間8400ニ シテ 白血 球 數 ノ増 加 ヲ識 ル.

24時 間 以後 ノ經 過 ニ於 テ ハ 著變 ヲ認 メ得 ズ.此 白

血球 増 加 ハ 明 カ ニ「假 性 エ オ ジ ン嗜 好」細 胞 ニ依 リ

惹 起 サ ル ル モ ノ ナル コ トヲ確 メ得.Nr. 22ニ 於 テ

網 状 赤血 球 數 ハ直 後 ニ最 高 値9.2%ヲ 示 ス.後 漸

減 シ8日 ニ シ テ 元 値 ニ 復歸 ス.赤 血球 數 ハ 直 後

7160,000ニ シテ元 値 ヨ リ808,000ノ 増 加 ヲ見 ル.

2時 間 ニハ 最 高 値7304,000ヲ 示 ス.後 漸 減 シ テ2

日ニハ 全 ク元 値 ニ復 歸 スル ヲ見 ル.以 後 著變 ナ シ.

血 色素 量 ハ直 後 ヨ リ増 加 スル ヲ見 ル.而 シテ24時

間 ニ シテ未 ダ元 値 ニ復歸 セ ズ2日 ニ到 リ全 ク元 値

トナ ル.白 血 球 數 ニ 於 テ ハ15時 間 迄増 加 ヲ見 ル

モ以 後 殆 ド變 化 ナ シ.「 假 性 エ オ ジ ン嗜 好」細 胞 竝

ニ大 單 核 及 ビ移 行型 ニ適 度 ノ増 加 ヲ見 ル 以 外,白

血 球 百 分 率 ニハ 著變 ナ シ.多 染 性 赤 血 球 ハNr. 37,

Nr. 22共 ニ網 状赤 血球 ト平行 シテ増 加 スル モ,前

者 ヨ リモ早 期 ニ増 加 ヲ中 止 スル ガ 如 シ.有 核 及 ビ

Jolly氏 小 體 保 有 赤 血球 ハ2匹 ノ家 兎何 レニ於 テ

モ 出現 不 規 則 ナ リ.

以 上要 スル ニ,400mm Hgノ 低 氣 壓 ヲ6日 間

動 物 ニ作 用 セ シ メ,後 大 氣 壓 中 ニ復 歸 セ シ ムル 場

合 ニハ網 状 赤 血 球 ハ 直後 ヨ リ著 明 ナ ル 増 加 ヲ來

シ,1週 間 ノ後 元 値 ニ復 歸 セ リ.赤 血 球 總 數 ハ 直

後 ヨ リ増 加 ヲ來 シ,最 高 値 ヲ直後 或 ハ2時 間 ヲ最

後 トシ テ2日 ニ到 レバ元 値 ニ還 ヘ ル ヲ知 ル.其 ノ

際 血 色 素 量 ハ 赤 血球 數 ト同 時 ニ元 値 トナ ル モ ノ ノ

如 シ.白 血 球 數 ハ 大氣 壓 開放 直後 ヨ リ15時 間 迄

ハ 増 加 ヲ認 ムル モ ノ ナ リ.而 シ テ此 際 ノ 白血 球 増

多症 ハ 主 トシ テ「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」細 胞 ニ ヨ リ招

來 サ ル ル モ ノ ナ リ.

128



剔脾竝ニ低壓ノ血液諸性状ニ及ボス影響 ニ就テ(第2報) 2437

第6表 400mm Hgヲ6日 間 作用 セシメタル場合

    第6項 400mm Hgヲ8日 間 作 用 セ シ

        メ タル場 合(第7表 參 照)

 Nr. 2ニ 於 テ網 状 赤 血 球數 ハ 元値1.5%ニ 對 シ

直 後 ニ於 テ最 高 値9.4%ヲ 示 ス.1週 間經 過 後 元

値 トナ ル.赤 血球 數 ハ正 常 時 ニ ア リテ ハ,5934,000

ナ ル モ,低 壓 作用 後 大 氣 壓 ニ復歸 直後 ニ於 テ ハ

7176,000ヲ 示 シ實 ニ1192,000ハ 顯 著 ナル増 加 ヲ

示 ス.以 後 漸 減 スル モ此 増加 ハ2日 ニ到 ル モ持 續

サ レ,漸 ク3日 ニ到 リテ大 體 元 値 ニ復 歸 セ ル ヲ見

ル.

 血 色素 量 ハ直 後 ヨ リ増 加 スル モ赤 血 球 ハ復 舊 ト

殆 ド同時 期 即 チ3日 ニ到 レバ 元 値 ニ復歸 セル ヲ見

ル.白 血 球 數 ハ 直 後 ニ於 テ稍 々輕 度 乍 ラモ増 加 ヲ

來 シ3時 間 ニ於 テ最 高 値8,800ヲ 示 シ,2日 後 元

値 ニ復 歸 ス.而 シテ 此際ニハ 「假 性 エ オ ジ ン嗜 好」

細 胞 ノ増 加 ヲ見 ル.
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第7表 400mm Hg8日 間作用セシメタル場合

 Nr. 6ニ 於 テ 網 状 赤血 球 數 ハ 直後 ニ 最 高 値,

9.5%ヲ 示 ス.8日 ニ到 リテ元 値 ニ還 ル.赤 血 球

總數 ハNr. 2同 樣,大 氣 壓復 歸 直後 ニ於 テ實 ニ

1376,000ノ 激 増 ヲ示 ス.後 漸 減 シ テ3日 ニ到 レバ

元値 トナ ル,血 色 素 量 ハ 直後 ヨ リ増 加 シ赤 血球 數

ノ元 値 ニ還 ル ト 同 時 ニ即 チ3日 ニ元 値 ニ還 ヘ レ

リ.白 血 球 數 ハ 明 瞭 ナ ル 増 加 ヲ示 ス.最 高値 ハ

9600ニ シ テ3時 間 ナ リ.

 以上要 スルニ網状赤血球ハ約1週 間迄増加ヲ示

ス.赤 血球ハ直後ニ於 テ果然1000,000突 破 シ顯著

ナル増加 ヲ示ス.3日 後 ニ元値ニ復セリ.血 色素

量 ハ 直 後 ヨ リ増 加 ヲ來 シ,赤 血球 ト殆 ド同時ニ 元

値 ニ還 ヘ ル ヲ見 ル.白 血 球ハ 明 カ ニ増 加 スル ヲ知

ル.而 シテ 此増 加 ハ「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」細 胞 ニ ヨ

ル モ ノナ ル コ トヲ識 レ リ.

   第3節 本章 ノ概括

 網状赤血球數ハ低壓作用5時 間 トイフ短時間ニ

於テ,大 氣壓開放直後,既 ニ1.6%前 後 ノ増加 ヲ

認ムベシ.然 レ共3時 間後 ニハ元値ニ復 スルヲ見

ル.而 シテ低壓作用時間長期ニ亙ルニ從ヒ其 ノ増

加率モ高度 トナリ且増加繼續時間モ長期 ニ及ブベ

シ.而 シテ増加繼續時間ニハ自ラ限度アリテ,大
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體1週 間以上ニハ亙 ヲズ.赤 血球數ハ短時間ノ低

壓作用ニ於テハ増加ヲ見ザルモ,4日 間作用セシ

メタル場合ニ漸ク大氣壓開放直後ニ輕度ナル増加

ヲ見ル.而 シテ3時 間以後ニ於 テハ既ニ増加ヲ認

メ得ズ.然 レ共作用時間長期ニ亙レバ増加數 ノ絶

對値モ亦増加繼續期間モ長期ニ亙ルベク,8日 間

低壓 ヲ作用セシメタルモノニ於 テハ大氣壓開放直

後ニ於テハ實ニ1000,000突 破 レイフ顯著ナル増

加 ヲ示シ,且 其 ノ増加繼續時間モ長ク3日 ニシテ

漸ク元値ニ復歸 スルヲ見ル.而 シテ血色素量ノ増

加ハ赤血球數 ノ増加ヨリ早期ニ現ハレ,低 壓作用

2日 ニ於テ既ニ増加ヲ示 ス.多 染性赤血球ハ網状

赤 血球 ノ増 加時 ニ増 加 スル ヲ見 ル モ,其 ノ減 少ハ

早 期 ニ起 ル ベ シ.有 核 及 ビJolly氏 小體 保 有 赤 血

球 ハ 出現 不 規 則 ナ リ.白 血球 數 ハ低 壓6日 及 ビ8

日 ノ長 期 ニ瓦 ル 中ハ 増 加 ヲ見 ル.而 シ テ此 増 加 ハ

「假 性 エ オ ジ ン嗜 好」細胞 ニ依 ル モ ノナ ル ヲ知 ル.

低 壓 短期 ナル 時 ハ 白血 球 數 ノ増 加 ヲ見 ズ.サ レ ド

異常ナル減少テナシ.大 單核細胞及ビ移行型ハ輕

度 ノ増加 ヲ見ルモノノ如シ.其 ノ他ノ百分率ニハ

著變ナシ.

第4章 高濕低壓ノ赤血球直徑,滲 透

   性抵抗竝ニ血液粘稠度ニ及ボ

   ス影響

 余 ハBock氏 ノErythrozytometerヲ 以 テ赤 血

球 直徑,Hess兵 ノViseosimeterヲ 以 テ血 液 粘

稠 度 ヲ測 定 セ リ.而 シテ粘 稠 度 測 定 ノ際,被 檢 血

液 ノ凝 固 ヲ妨 グ タ メ,血 液1ccニ 就 キHirudin

0.5mgヲ 使 用 セ リ.赤 血 球 ノ滲 透性 抵 抗 ハ專 ラ低

張食 鹽 水 ニ對 スル夫 レ ヲ測 定 ス.

 第3章 ノ實 驗 ニ ヨ リ家 兎 ニ400mm Hgヲ8日

間作 用 セ シ メ後,大 氣壓 ニ開 放 セ ル時 ハ 赤 血球 數

ニ著 明 ハ變 化 ヲ惹 起 スル ヲ知 リタル ヲ以 テ本 章 ニ

於 テ ハ 此際 ニ於 ケル 上 述 ノ2-3血 液 ノ性 状 ニ就

テ實 驗 セ リ.(第8表 參 照)

第8表 400mm Hg8日 間作用セル

    場合 ノ赤血球數,赤 血球直徑,

    滲透性抵抗,血 液粘稠度

 赤 血球 直 徑 ハ 平 均低 壓 前7.35μ,直 後7.65μ ニ

シ テ低 壓 作 用後 赤 血 球 直 徑 大 トナル.而 シ テ此 正

常 値 ニ復 スルハ2日 以 後 ナ リ.血 液 粘 稠 度 ハ低 壓

前 平 均3.70,低 壓 直後 ハ平 均6.85ナ リ.尚 ホ コ ノ

増 加 シ タル血 液 粘 調 度 ハ 以 後 同 復 ニ向 ヒ,既 ニ24

時 間 ニ シ テ,平 均 價3.9ト ナ リテ元 値 ニ復 歸 スル

ヲ見 ル.赤 血 球 滲 透 性 抵 抗 ハ 平 均,最 小 抵 抗0.54,

最 大抵 抗0.47ガ 前 者 ハ 大 氣 壓 開 放 後 平 均 直 後0.58

4時 間0.58, 10時 間0.56, 24時 間0.55ニ シ テ2日

ニ到 リテ平均0.54ト ナ リテ元 値 ニ復 歸 ス.之 ニ反

シ後 者 ハ 開 放後 平 均 直後0.49, 4時 間0.48ナ ル モ

既 ニ10時 間 ニ於 テ0.47ト ナ リ元 値 ニ還 ル.赤 血

球 總數 及 ビ網状 赤 血 球 數 ハ 前 章 ノ實 驗 成 績 ト略 ボ

同樣 ナ リ.

 即 チ 以 上 ヲ要 約 考按 ス レバ低 壓 ニ ヨ リテ,赤 血

球 直徑 ハ 大 トナ リ,血 液 ノAnisocytoseヲ 惹 起 ス

ル コ トヲ呈 シ,而 モMakrocytoseナ ル コ トヲ知
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ル.血 液 粘 稠 度 ハ増 加 シ,同 時 ニ赤 血球 總 數 ノ増

加,網 状 赤 血 球 數 ノ増 加 ヲ惹 起 スル モ ノ ニシ テ,

此 事 實 ヨ リシ テ低 壓 作 用 ニ ヨ リテ招 來 サ ル ル赤 血

球 數 ノ増 加 ハ 少 ク トモ一 方 血 液 ノ濃 縮 ニ ヨル ト同

時 ニ,又 他 面 骨 髓造 血 機 能 ノ刺戟 尤 進 ニ ヨル モ ノ

ナ ラ ン ト推 理 サ ル.赤 血 球 滲 透性 抵 抗ハ 低 壓 ニ ヨ

リテ減 弱 スル.而 シ テ其 ノ際最 小抵 抗 ハ 最 大 抵 抗

ヨ リ長 期 且 高 度 ニ減 弱 スル ヲ以 テ,從 ツ テ抵 抗 幅

ハ 大 トナ ル ナ リ.

第5章 低壓憩室内ノCO2トO2ト

    ノ%

          (第9表 參照)

低 壓憩 窒 内 ノCO2トO2ハ%ヲHaldane氏 ノ

Gasanalysenapparatニ ヨ リ低 壓 直 後,開 放 直前

ニ測 定 セ シ ニ次 ノ如 クナ リ タ リ.同 時 ニ低 壓 装 置

設 置實 驗 室 ノ空 氣 中 ノ夫 レ等 ニ就 テ モ 同時 ニ測 定

ス.

第9表 低 壓 憩 室 内 空 氣 分 析 表

低 壓 直後 ノCO2量 平均0.034%, O2量20.85%

ニ シ テ之 ヲ實 驗 室 内 ノ大 氣 中 ノCO2平 均 値0.032

%, O2平 均 値20.95%ト 幾 分 ノ差異 ア ルハ 低 壓 ヲ

開 始 シ所 要 ノ400mm Hgノ 低壓 ニ達 スル迄 ノ

時 間 的 關 係 アル ニ ヨル.即 チ此 間憩 室 内 ノ動 物 ハ

呼 吸 ニ ヨ リO2ヲ 攝 取 シCO2ヲ 放 出 スル ニ ヨル

ベ シ.

 大氣壓開放直前憩室内ノCO2量 ハ平均0.180%,

O2量 平均13.41%ニ シテ低壓直後 ト可成リノ差異

アルヲ認 ムベシ.斯 クノ如クCO2量 多大ナレバ

1時 間以上憩室内 ニ動物ヲ放置セバ,動 物ハ窒息

死ヲ來 スモノニシテ,余 ノ常ニ1時 間毎ニ換氣セ

ル一理由モ亦此處ニ存スナリ.

 第6章 低 濕低壓 ノ赤 白血球及ビ血液

      粘 稠度 ニ及ボス影響

 高地ニ於 ケル赤血球數 ノ増加原因 ニ就 テ先 ニ

Grawitz22)氏 ハ 高地 ニ於 テハ 空 氣 乾 燥 シ,呼 吸 ハ

深 ク ナ リ,爲 メ ニ體 内 ノ水 分 ハ 多量 ニ失 ハ レ,其

ノ結 果 血 液 ノ濃 縮 ヲ來 ス ニ依 ル ト説 キ タル事 ア リ

シ ガ,近 來Abderhalden48)氏 ハ 高 地 ニ於 テ,血

液 中 ハ水 分 減 少 セル ヲ見Barcroft37)氏 モ亦,酸 素

缺 乏 時 ニ於 ケル 赤 血球 數 増 加 ノ一 因 トシ テ水 分 ノ

減少ヲ肯定セリ.余 ハ本報告實驗ノ當初ニ於テ,

低壓憩室内ノ比濕高度ナルニモ拘ラズ,低 壓 ヲ動

物 ニ長期作用セシムル時ハ,著 明 ノ赤血球増加,

血液粘稠度 ノ増加ノ起ルヲ見來 レリ.然 ラバ之等

ノ變化ガ,乾 燥低壓 ノ場合ニハ如何ニ起ルカヲ探

求 スルモ亦興味アル問題ニシテ,是 レ余ノ本章ニ

於テ研究セル所以ナリ.

   第1節 實驗方法

 憩室内瓦斯乾燥剤 トシテ「鹽化カルシウム」ヲ使

用シ,之 ヲ豫 メ挿入シアリシ金網棚ニヨリテ憩室

内部全面ニ亙 リテ廣汎ニ装備セリ.
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低壓開始後,憩 室内ノ濕度ヲ自記濕度計ニテ測

定セシニ第3圖ニ 示ス如 ク,(實驗 室内ノ温度26℃

第3圖 (Fig. 3)

CaCl2ヲ使 用セ シ時 ノ低壓 憩室 内 ノ比濕

前後ニシ テ比濕65度 前後ナリ)低壓開始直後憩室

内ハ 「鹽化カルシウム」ニヨリ直チニ 比濕ハ30度

内外 トナリ,次 デ最低25度 ノ比濕 ヲ示シ,大 氣壓

開放迄其ノ状態 ヲ持續 ス.此 際ニ於テモ憩室 内ノ

温度ハ實驗室内ノ温度ト大差ナク大體ニ 於テ26℃

前後ヲ示セリ.低壓400mm Hgノ 作用時間

ハ2日間トス.蓋 シカカル作用期間ニテハ高濕ハ場 合

ハ,未 ダ赤血球數 ノ變化ヲ見ザルモノナルコトハ

第3章 ノ實驗成績ニ 依リ明カナル所ナリ.

第2節 實驗成績(第10表參 照)

Nr. 75ニ 於テ網状 赤血球ハ直後8.0%ノ著 明ノ

増加ヲ示シ以後漸減 スル モ24時 間ニ於テハ依然

増加ヲ示シ6.1%ヲ 示 ス.赤 血球總數 ハ低壓 前

5776,000大氣壓開放直後6496000, 3時間6256,000ヲ示シ増加セルヲ認ム.而 シテ7時 間以後ニ到 レ

第10表 低濕 低壓2日 間 作 用 セ シ メ タル場 合
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バ 元 値 ニ還 ル ヲ見 ル.血 液 粘稠 度 ハ低 壓 前3.6ニ

シ テ直 後 ハ4.2ト ナ リ明 カ ニ増 加 ヲ示 スモ既 ニ3

時 間 ニ到 レバ3.7ト ナ リ元 値 ニ復 歸 ス.白 血球 數

ハ低 壓 前6,200,直 後10,2000, 3時 間9700, 7時

問8300, 18時 間7900, 24時 間6700ヲ 示 シ明 カ ニ

白 血球 増 多症 ヲ認 ム.此 場 合 血液 像 ハ 「假 性 エ オ

ジ ン嗜 好 」 白血球 増 多症 ナ リ.

 Nr. 58ニ 於 テ網 状赤 血 球 ハ低 壓 前1.4%,直 後

8.7%ト ナ リ著 明 ノ増 加 ヲ示 ス.3時 間7.9%, 7時

間7.5%, 18時 間6.8%, 24時 間6.9%ニ シ テ漸 減

ハ スル モ依 然増 加 ハ持 續 シ ヲル ナ リ.赤 血 球 總 數

ニア リテハ 低 壓 前6240,000,直 後6920,000ト ナ リ

増 加 ヲ示 ス.後 減 少 シ テ3時 間6712,000ヲ 示 ス

モ依 然 輕 度 ナ ル モ 増 加 ヲ示 セ リ.而 シ テ7時 間

6416,000, 18時 間6192,000, 24時 間6376,000ト ナ

リテ元 値 ニ復歸 セ ル コ トヲ示 ス.血 液粘 稠 度 ハ低

壓 前4.0,直 後4.3ニ シ テ輕 度 ナル増 加 ヲ示 ス.然

レ共 既 ニ3時 間3.9ヲ 示 シ元 値 ニ還 ヘ レル ヲ知 ル.

白血 球 數 ハ低 壓 前7100,直 後10,100, 3時 間9300,

7時 間8900, 18時 間8800, 24時 間8300ト ナ リテ

明 カニ 白血 球 ノ増 加 ヲ見 ル.此 際血 液像 ハ 表 示 セ

ル如 ク「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」白血球 増 多症 ナ リ.

 Nr. 39ニ 於 テ網 状赤 血 球 ハ 低 壓 前1.3%,直 後

9.2%ニ シ テ著 明 ノ増 加 ヲ來 ス.後 漸 減 スル モ依 然

増 加 ヲ持 續 シ,24時 間7.0%ヲ 示 シ未 ダ元 値 ニ復

歸 セ ザ ル ヲ知 ル.赤 血球 總 數 ハ 低 壓 前6272,000,直

後6912,000ニ シテ640,000ノ 増 加,3時 間6720,000

ニシ テ448,000ノ 輕 度 ナ ル増 加 ヲ示 ス.而 シテ 以

後 ハ 元値 ニ復 歸 ス.血 液粘 稠 度 ハ低 壓 前3.7,直 後

4.1ヲ 示 シ輕 度 ナ ル増 加 ヲ示 スモ,既 ニ3時 間3.7

ヲ示 シテ同 復 セル ヲ示 ス.白 血 球 數 ハ 低 壓 前5400

ナル モ 直後9800, 3時 間8300, 7時 間8100, 18時

間7200ニ シテ増 加 ヲ示 ス.24時 間5800ヲ 示 シ テ

元 値 ニ復歸 スル ヲ觀 ル.

   第3節 本 章 ノ概 括

 以上 ヲ要スルニ,網 状赤血球ハ低壓作用後大氣

壓開放直後 ヨリ著明 ノ増加 ヲ示 シ24時 間ニ到ル

モ元値ニ復歸セザルベシ.赤 血球總數ニアリテ大

氣壓開放直後平均680,000ノ 増加 ヲ示シ 明カニ増

加 セル ヲ示 スモ 後 漸 減 シ テ3時 間平 均467,000ノ

輕 度 ナル増 加 ヲ保 ツ モ以 後 ハ元 値 ニ復 歸 スル ヲ觀

ル.而 シテ血 液 粘 稠 度 ニ ア リテハ低 壓前 平 均3.77,

直 後 平 均4.20ニ シ テ輕 度 ナ ル増 加 ヲ招 來 スル モ,

赤 血 球 ノ元 値 ニ復 歸 スル ヨ リ早 期 ニ於 テ,既 ニ3

時 間 ニ シ テ,平 均3.77ト ナ リ元 値 ニ還 ヘ ル ヲ知 ル.

白血 球數 ハ増 加 ヲ來 スモ ノ ニ シ テ,此 際 ノ面 液 像

ハ 「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」白血 球 増 多 症 ナ リ.

     第7章 總 括 竝 ニ 考 按

 余 ハ低 壓 ノ血 液 諸性 状 ニ及 ボ ス影 響 ヲ實 驗 シ敍

上 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.之 ヲ總 括 考按 スル コ ト次

ノ如 シ.

 正 常 家 兎 ニ低 壓 憩室 内 ニテ400mm Hgノ 氣 壓

ヲ一 定期 間 作 用 セ シ ムル ニ,末 梢 血 管 ニ於 ケル 赤

血 球 數 ハ常 ニ増 加 ヲ來 ス.其 ノ最 初 ノ増 加 ハ 高 濕

低 壓 ナ ル場 合 ニハ4日 間 作 用 セ シ メタ ル時 起 リ低

濕 低 壓 ナ ル場 合 ニ ハ既 ニ2日 間 作 用 セ シ メタ ル時

ニ招 來 ス ル コ ト ヲ 知 ル.斯 ハ如 ク低 壓 作 用 時 ニ

赤 血 球 數 ノ増 加 ヲ來 ス ト イ フ 結 果 ハBarker50),

Laquer54), Egger17), Jarnntowski u. Schroder18)

(以 上 高 地 ニ於 テ)及 ビLintzel28)(低 壓 室 内 ニ於

テ)ノ 成 績 ト一 致 スル所 ナ リ.斯 ル赤 血球 數 ノ増

加 バ 大 氣 壓 開 放 後 漸次 減 少 シ,元 値 ニ復 歸 スル モ

ノ ナ リ.面 シ テ其 ノ増 加持 續 時 間 ハ低 壓 作 用 ノ長

キ モ ノ程 長 期 ニ亙 ル モノ ノ如 シ.

 高度 ノ低 壓(400mm Hg)ト 雖 モ,其 ノ作 用 期

間 ノ短 キ場 合 ニハ,赤 血 球 總 數 ニハ 明 カ ナル 増 加

ヲ見 ズ.即 チ5時 間,10時 間,2日 間 ノ低 壓 ニ テ

ハ未 ダ増 加 ハ見 ラ レズ シ テ,4日 ノ低 壓 後 漸 ク増

加 ヲ認 メ得 ル ニ渦 ギ ズ.然 レ共 低 壓 憩 室 内 ノ濕 度

ヲ低 下 セ シ ム レバ,前 述 ノ如 ク2日 ノ低 壓 作 用 ニ

テ増 加 ヲ認 メ 得 ル ナ リ.故 ニBarcroft51)及 ビ

Binet61)等 ノ唱 フル脾臟ノ血液調節作用ハ家兎 ノ

低壓時 ニ於テハ著明ナラズ.
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酸素缺乏時ニ赤血球數 ノ増加ヲ來ス際ニ,同 時

ニ幼若赤血球數ノ増加ヲ見 ラルルカ否カハ幾多ノ

研 究 者 ニ ヨ リ注 目 セ ラ レ,特 ニ有 核 赤血 球 ノ増 加

ノ認 メ ラル ル ニ至 ラザ リシ事 ハ絶 對 的赤 血 球 増 加

説 ノ永 ク學 界 ノ肯 定 セ ラ レザ リシ主 要 ナ ル根 據 ナ

リ.余 ノ實 驗 成績 ニ於 テモ,有 核 赤 血球 ノ流 血 中

ヘ ノ出現 ハ 不 規 則 且稀 ニ シ テ,Jolly氏 小 體 保 有

赤 血球 ニア リテモ 略 ボ コ レ ト同樣 ノ結 果 ナ リキ.

然 レ共,多 染 性 赤 血球 ハ 次 述 ノ網 状 赤血 球 ト大 體

平行 シ テ増 加 セル ヲ見 タ ル モ,網 状 赤 血球 ヨ リ早

期 ニ元 値 ニ復 セ リ.網 状 赤 血球 ハ最 モ著 明 ニ増 加

ヲ示 スモ ノナ リ.即 チ低 壓 ヲ5時 間作 用 セ ル時 ニ

於 テ スラ,大 氣 壓 開放 直 後 ニ於 テハ 輕 度 ナ ル モ増

加 ヲ認 メ得 ベ ク,低 壓 ノ作 用 時 間延 長 スル ニ從 ヒ

テ其ノ増加率及ビ持續時間モ永シ.而 シテ2日 間

以 上低 壓 ヲ作 用 セ シ メ テ其 ノ増 加 持 續 期 ハ平 行 シ

テ長 期間 續 クモ ノ ニ非 ズ シテ,大 體 ニ於 テ大 氣 壓

開放 後 ハ1週 間 以後 ト モナ レバ,元 値 ニ復 歸 スル

モ ノノ如 シ.即 チ大 氣壓 ニ復 セル 後,赤 血 球 數 ノ

總數 低 壓 前 ノ元 値 ニ囘復 スル モ,網 状赤 血 球 數 ハ

元 値 ニ復 セズ,増 加 ヲ示 スナ リ.猶 ホ其 ノ増 加 ニ

ハSeyfarth62)ノ 分 類 ニ ヨル幼 若 型 ノ増 加 ヲ來 シ,

網 状 赤 血 球 ノ減 少 スル ニ從 ヒ幼 若 型 モ減 少 シ,正

常 ノ分 類 状態 ニ復 セル ヲ認 メタ リ.斯 ノ如 ク低 壓

ヲ作 用 セ シ ム レバ,流 血 中 ニハ 高 度 ナ ル網 状 赤 血

球數ノ増加ヲ來 スモノニシテ,此 現像ハ骨髓作用

ノ強 度 ニ刺戟 セ ラ レタル ヲ示 スモ ノナ ル コ トハ 拙

著 「剔 脾 竝 ニ低 壓 ノ血液 諸 性 状 ニ及 ボ ス影 響 ニ就

テ」 第1報 ニ於 テ縷 々詳 述 セ ル トコロナ リ.血 色

素 量 ハ 小池,後 藤 及 ビ櫻 井68)氏 等 ハ血 色 素 量 ノ増

加 ハ 赤 血球 數 ノ増 加 ニ比 シ早 期 ニ現 ハ ル ト爲 シ,

Egger17), Jaruntowski u. Schroder18), Weiss29),

Aztalos45)等 ハ前 者 ハ 後者 ニ比 シ遲 レテ現 ハ ル ト

爲 シ,Abderhalden47), Laquer54)等 ハ 兩 者 ハ 略

ボ相 平 行 シテ増 加 ス ト主 張 ス.Giannini64)ハ 赤

血球數 ト血色素量 トノ増加ノ關係ハ動物 ノ種類ニ

依 リテ異 リ,家 兎ニテハ血色素量ハ赤血球數ヨリ

少シク早期ニ増加シ,減 少期 ニハ血色素量ハ赤血

球數ニ比シ永グ増加状態 ヲ持續 スト述ベタリ.余

ノ實驗成績 ニアリテハ,血 色素量ハ低壓2日 間ニ

シテ増加 スルヲ見ルモ,此 際赤血球數 ノ増加ハ未

ダ認メザルナリ.4日 作 用セシ時ハ兩者共ニ増加

ヲ見ルモ,其 ノ増加持續期間ハ血色素量ノ方,長

時間ニ及ベリ.6日,8日 ノ作用時ニアリテハ兩

者共ニ其 ノ増加持續時間ハ大體ニ於テ等シク大氣

壓 復歸 後2-3日 ニ シ テ 元 値 ニ歸 ル ヲ觀 タ リ.即

チ 赤血 球 ノ増 加 ニ先 立 チ テ先 ヅ血 色 素 量 ガ増 加 シ

酸 素分 壓 ノ低 下 ニ ヨル酸 業缺 乏 ヲ補 ハ ン トスル モ

ノナ リ.赤 血球 平 均 直徑 ハ低 壓 作 用 ニ ヨ リ變 化 ヲ

招 來 ス.即 チAnisocytoseヲ 惹 起 スル モ ノ ニ シ

テ.而 モ此AnisocytoseハMakrocytoseニ シ テ

平 均直 徑 ハ 大 トナ ル モ ノ ノ如 シ.

赤 血 球 滲 透 性抵 抗 ニ就 テ ハWanner65)氏 ノ言

ヘ ル如 ク,低 壓 ニ ヨ リ テ抵抗 減 弱 ス.而 シ テ最 小

抵抗ハ最大抵抗ニ比シ長期且高度ニ減弱 スルヲ以

テ抵抗幅モ大 トナルナリ.而 シテ之ハ幼若赤血球

殊 ニ網状赤血球數 トハ無關係ナルモノナルコトハ

拙著 「剔脾竝ニ低壓ノ血液諸性状ニ及ボ ス影譽 ニ

就テ」第1報 ニ詳述セル所ニシテ,赤 血球抵抗ガ

直接低壓作用ニヨリテ何等カノ影響 ヲ受ケテ減弱

セル モ ノ ニシ テ,此 究 明 ニハ 今 後 ノ研 究 ヲ俟 ツ ベ

キ ナ リ.

白血球 ニ關 シテ ハ 田 中,平 澤,伏 田,金 田,瀬 尾66)

小 池63)等 ノ諸 氏 ハ 白血 球 數 ノ増 加 ヲ來 シ 其 ノ際

中性 嗜 好 白血 球 ノ増 加 ト淋 巴 細胞 トノ減 少 ヲ認 メ

タ リ.Lippmann67) Ruppaner68), Mosczytz69)

Knoll70), Trangott71) 等 ハ 白血 球 數 ノ増 加,相

對 的淋 巴 細胞,大 單 核 細 胞 ノ増 加 ヲ示 ス ト言 ヒ,

Hartmann72)ハ 白血 球 數 ハ 著 變 ヲ來 サ ズ シ テ,

低 地 ヨ リ高地 ニ,又 高 地 ヨ リ低 地 ニ移 行 セ ル際 ニ

一 過 性 ノ淋 巴細 胞 ノ増 加 ヲ認 メタ リ ト稱 ス.米 地,

梶 原73)等 ノ諸 氏 ハ變 化 ナ シ ト言 フ.Staubli74)ハ

減少ノ傾向ヲ示セルヲ見 タリト.即 チ白血球 ニ關

シ テハ 未 ダ定 説 ナ キ ガ如 シ.余 ノ實驗 例 ニア リ テ
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ハ 高濕 低 壓 ノ場 合 ニハ 短 期 ノ 作 用時 ニ於 テハ,白

血 球 數 ノ増 加 ハ 認 メズ ト雖 モ,異 常 ナ ル減 少 ハ之

ヲ認 メ得 ズ.低 壓 長 期 ニ亙 ル時 ハ,即 チ6日,8日

ノ作 用 時 ニハ 白血 球 數 ニ増 加 ヲ來 スコ トヲ認 メ,

且 此 際 血 液 像 ハ「假 性 エ オ ジ ン嗜 好 」細 胞 増 多症 ヲ

示 ス.然 レ ドモ此處 ニ注 目 スベ キ ハ低 濕 低 壓 ヲ作

用 サ ス場 合 ニハ,短 キ 作 用時 即 チ2日 ニ於 テ モ,

明 カ ニ白血 球 數 ノ増 加,相 對 的 「假 性 エ オ ジ ン嗜

好」 細 胞 増 多症 ヲ招 來 シ得 ル コ トナ リ.上 述 ノ赤

面 球 總 數増 加 ト血 液 濃 縮,引 イテ ハ血 液 粘 稠 度 ト

ノ變 化 トハ 相 關 係 セ ル モ ノ ア リ.余 ハ 兩者 ノ關 係

ヲ400mm Hg, 8日 間 作 用 セ シ メ タル場 合 及 ビ

低 濕400mm Hg, 2日 間作 用 セ シ メタル場 合 ニ於

テ研 究 シ,併 セ テ網 状赤 血 球 數 ノ消 長 ヲモ實 驗 セ

リ.即 チ 血 液 粘稠 度 及 ビ赤血 球 總 數 ハ何 レモ低 壓

作 用 ニ ヨ リ増 加 スル ヲ見 ル ナ リ.而 シ テ血 液粘 稠

度 ハ赤 血 球 總 數 ヨ リ早 期 ニ元 値 ニ復 歸 スル ヲ確 メ

得 タ リ.勿 論 此 際 網 状赤 血 球 數 ハ増 加 スルモ ノ ナ

ルコトハ既述ノ實驗成績 ト相俟チテ明カナル事實

ニ シ テ而 モ 其 ノ増 加 持續 期 ハ前2者 ヨ リ長 期 ニ及

ベ リ.飜 ツ テ 血液 粘 稠 度 ノ變 化 ヲ招 來 スル原 因 ト

シ テ,次 ノ2通 リ ノ要 因 ア リ.

即チ1) 血清蛋白質代謝ノ影響

  2) 水分代謝 ノ影響 之 ナ リ.

蛋白質代謝ノ影響ノ有無ニ就 テ考フニ,元 來毛

細血 管壁 ハ半 透膜 ノ性 質 ヲ備 ヘ,蛋 白體 ノ透 過 ヲ

許 サ ザ ル モ ノナ レ ドモ,若 シStarlinger75)ノ 唱 フ

ル 如 ク,蛋 白 質代 謝 ノ亢進 時 ニ ハ細 胞 ノ分解 産物

ガFibrinogen樣 物 質 トシ テ末 梢 ヨ リ淋 巴 道 ヲ介

シ テ流 血 中 ニ移 行 シ得 ル モ ノ トセ バ,蛋 白質 代 謝

ノ影 響 ヲ モ考慮 スル ノ要 ア リ.一 方 低 壓 ト蛋 白質

代 謝 トノ關 係 ヲ見 ル ニ,Laubender76), Elias u.

Taubenhaus77)等 ハ低 壓 窒 内 ニ於 テ蛋 白質代 謝 ノ

亢 進 セ ル ヲ見,Schemensky78)ハ 亦 高地 ニテ,血

清 蛋 白量 ノ増加 スル ヲ報 ジ,共 ノ際Albuminノ

増 量 セル ヲ認 メタ サ.然 ル ニStarlinger76)ニ 依 レ

バ 蛋 白質代 謝 ノ亢 進 時 ニハGlobulinノ 増 加 ヲ來

スモノナレバAibuminノ 増量ノ伴フ所ノ酸素缺

乏時ノ血清蛋白量ノ増加ノ原因ハ蛋白質代謝ノ亢

進 以外 ニ之 ヲ求 メザ ル ベ カ ラズ.更 ニ氏 ハ肝 臟 機

能 障 碍 ノ存 スル際 ニハAlbuminノ 増 加 ヲ見 ル ト

言 フ.而 シ テRosin79)ノ 證 明 セ ル如 ク低 壓 ニ依 リ

肝 實 質 ニ退 行性 變 化 ヲ來 シ,時 ニハ 壞 死 ヲ ス ラ認

メラル ル事 實ヨリ,低 壓 時 ノAlbuminノ 増 加 ヲ

以 テ直 チ ニ此 肝 臟障 碍ニ 歸 シ得 可 キ ヤ 否 ヤ ニ就 テ

ハ更ニ今後ノ研究ニ俟 ツベキモ,余 ノ成績 ニ徴 ス

ル ニ,血 液粘稠度ハ大氣壓ニ復 スレバ早期ニ囘復

スルモノナレバ之 ヲ肝臟障碍ニ依 リテ説明セント

スルニハ賛成シ能ハズ.次 ニ低壓時ニ於 ケル水分

代謝 ト血液粘稠度 トノ關係ニ就テ考察 スルニ,水

分代謝 ノ血液粘稠度ニ及ボス影響ハ之 ヲ

  1) 攝取 セラルル食物量

  2) 排泄 セラルル水分量

ノ影響 ニ分ツ事 ヲ得.後 春2)ハ 更 ニ

  a) 糞尿量

  b) 不可視性水分排泄量ノ兩者 ニ分 ツ事 ヲ

 得.

 食物攝取量ハ水分攝水量 ト不可分ノ關係 ニアル

モノナリ.而 シテ余ハ第2章,第1節ニ 述ベシ如

ク,家 兎ニ低壓 ヲ作用ゼシムルニアタサ,1時 間

作 用 後5分 間 ノPauseヲ 置 キ,1日 ノ作 用 時 間

10時 間 トナ セ シ爲 メ カ動物 ハ 比 較 的 元 氣 ニシ テ何

等 對 照 家 兎 ト食 思 等 ニ於 テ變 化 ア リシ ヲ認 メズ.

糞 尿 量 ニ就 テハ,低 壓 時,時 ニ軟 便 ヲ見 ル コ トア

ル モ 多 ク ノ場 合 ニ於 テハ 正 常 ト異 ナ ル コ ト無 キ ガ

故 ニ,主 要 ナ ルハ 尿 量 ナ ル 可 ク,尿 量 ニ就 テハ

Singer80)ハ 低 壓 時 ニ於 テ其 ノ増 加 セ ル ヲ見 タ リ.

 不 可 視 性 水 分排 泄 ハ,之 ヲ更 ニ

  i) 皮 膚 ニ依 リ行 ハ ル ル モ ノ.

  ii) 肺 臟 ニ依 リ行 ハ ル ル モ ノ.

 ニ分 ツ事 ヲ得.

 Benedict81)ニ 依 レバ不 可 視 性 呼 吸(Perspira-

tio insensibilis)ノ 中,皮 膚 ニ依 リ行 ハ ル ル モ ノ

ハ,全 體 ノ50%ヲ 占 メ,主 トシ テ水 分 ヨ リナ リ,
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殘 リ50%ハ 肺 臟 ニ依 リテ 營 マ レ其 ノ75%ハ 水 分

ナ リ ト言 フ ヲ以 テ,不 可 視 性呼 吸 ニ依 リテ排 泄 セ

ラル ル モ ノ ノ85%ハ 水 分 ナ リ.Durig u. Zuntz82)

等 ハ酸 素 ノ稀 薄 ナ ル場 合 ニハ呼 吸 量 ノ明 カニ増 加

セル ヲ見,Loewy83)及 ビEimer84)等 ハ 高地 ニ テ

ハ 肺臟 ヨ リノ水 分排 泄 ハ増 加 ス レ ドモ,氣 温 低 キ

爲 メニ皮 膚 ヨ リノ水 分 排 泄 ハ減 少 シ,其 ノ結 果,

不 可 視性 水 分 排 泄 ノ全 量 ハ 増 加 セ ズ ト唱 ヘ シ モ,

Straus u. Muller85)ハ 高地 ニ テ温 度 ヲ低 地 ノ如 ク

保 チ シ ニ,不 可 視 性水 分 排 泄 ノ著 明 ナル増 加 ヲ見

タリ.余 ノ實 驗 ノ際 ニハ 低 壓 時 ニア タ リテハ,呼

吸 數 ノ増 加 ヲ認 メラ レ,余 ノ實驗 ニ於 ケル ガ如 キ

低 壓 時 ニ於 テハ,肺 臟 ヨ リノ水 分排 泄 ハ 常 ニ増 加

シ居 ル モ ハ ト見 ザ ル ベ カ ラズ.更 ニ水 分排 泄 ニ主

要 ナル 意義 ヲ有 スル皮 膚 ヨリ ハ排 泄 ハ,本 實 驗 ニ

於テハ低壓憩室内ノ氣温ハ實驗室内ノ夫レト大差

ナ ク,更 ニ氣 壓 ノ低 下 モ存 スル故 ニ,皮 膚 ヨ リノ

水 分排 泄 ハ増 加 スル トモ減 少 スル事 ナ カ ル ベ ク,

從 ツテ不 可 視 性水 分 排 泄 ノ全量 ハ 常 ニ増 加 シ居 ル

モ ノ ト考 ヘザ ル可 カラ ズ.故 ニ余 ノ實驗 成 績 ニ見

ラル ル血 液 粘 稠度 ノ増 加 即 チ血 液 ノ濃縮 ノ招 來 ス

ル主 要 ナル 原 因 ハ,低 壓 ニヨ ル水 分 代 謝 ノ亢 進 ニ

依 ル モ ノ ニ シテ,蛋 白代 謝 ハ影 響 モ之 ニ一 部 關 與

スルモ ノ ト思 考 ス.

 斯ル低壓 ニ依ル血液水分ノ減少ハ赤血球數ノ増

加ニ必然的ニ影響 ヲ及ボス可キモ,而 モ低壓直後

ニ於テハ赤血球數 ト血液粘稠度 トハ必ズシモ平行

セズ,又 時間ノ經過 ト共ニ血液粘稠度ハ赤血球數

總 數 ヨ リ早 期 ニ元 値 ニ復 歸 スル事 實 ハGrawitz22)

等 ノ主張 セ ル單 ナ ル 血液 濃 縮 ノ ミヲ以 テ説 明 スル

能 ハ ズ.又 此 他,水 分代 謝 ノ影 響 ノ外 ニ酸 素 缺 乏

時ノ植物性神經系ニ對 スル影響ニヨリテ,血 管壁

ノ緊張度ニ變化ヲ來シ,其 ノ結果血液 ノ濃縮或ハ

分布ノ異常 ヲ來 ス場合モ存シ得ルナランモ,余 ノ

實驗 ニ見シ網状赤血球 ノ規則的出現増加ハ斯ノ如

キ相對的増加 トハ全ク其 ノ本質 ヲ異ニセル現象ナ

リ(拙著「剔脾竝ニ低壓ノ血液諸性状ニ及ボス影響

ニ就テ」第1報 參照).即 チ低壓作用ノ反應 トシテ

骨髓ニ於ケル赤血球新生 ノ亢進 ヲ示 スモノナリ.

第8章 結 論

 家兎 ニ低壓憩室内ニテ400mm Hgノ 氣壓ヲ長

短種々ノ時間作用セシメ,其 ノ後大氣壓 ニ復 シ,

血液ノ諸性状ニ就キ敍上ノ如キ實驗成績 ヲ得,之

ヲ結論 スルコト次ノ如シ.

 1) 家兎 ニ一定期間低壓ヲ作用セシムレバ,末

梢血管ニ於ケル赤血球數及ビ血色素量ノ増加スル

ヲ見ル.而 シテ血色素量増加ハ赤血球總數増加ヨ

リ早期ニ於テ現ハルルガ如シ.

 2) 低 壓期間短期 ト雖モ,網 状赤血球數 ノ増加

ヲ見ル.コ レ骨髓造血作用ノ被刺戟状態ニ在ルヲ

示 スモノナリ.多 染性赤 血球ハ大體網状赤血球數

ノ増加ニ伴ヒテ増加スルモ,有核赤血球及ビJolly

氏小體保有赤血球ハ増減不規則且出現稀ナルモノ

ノ如シ.

 3) 白血球總數ハ短期ノ低壓作用ニテハ増加ヲ

認 メズ ト雖モ,一 定ノ低壓作用時間(6日 以上)ニ

達 スレバ増加スルヲ認 メ得ベシ.白 血球數 ノ異常

減少ハ毫 モ認メ得ズ.而 シテ低壓憩室内ノ空氣ヲ

乾燥セシムレバ,ヨ リ早期ニ(2日 間)白 血球増多

症 ヲ招來スルコトヲ認ムベシ.之 等 ノ際ニ於ケル

血液像ハ 「假性エオジン嗜好」白血球増多症 ニシ

テ,大 單 核 細胞 及 ビ移 行 型 モ輕 度 ノ増 加 ヲ來 ス.

 4) 赤血 球 ハAnisocytoseヲ 示 シ而 モMakro-

eytoseナ リ.

5) 血 液 粘稠 度 ハ増 加 ス.而 シ テ赤 血 球 數 増 加

ト血 液 粘 稠 度増 加 トハ必 ズ シ モ平 行 セズ,旦 粘 稠

度 ノ方 ガ赤 血球 數 ヨ リ早 期 ニ元 値 ニ復 歸 ス.

 6) 低 張 食 鹽 水 ニ對 スル赤 血 球 滲 透 性 抵 抗 ハ輕

度 ナ ル減 弱 ヲ來 ス.其 ノ際 最 小抵 抗 ノ方 最 大 抵 抗

ヨ リ影 響 ヲ受 ケ易 シ.

 7) 低 壓 憩 室 肉 ノCO2量 ハ平 均0.034%, O2量

ハ 平均20.85%ニ シテ1時 間 後 ニ於 テハCO2量 ハ

平 均0.18%, O2量 ハ 平均13.41%ナ リキ.
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Uber den Einfluss der Splenektomie auf einige Eigenschaften des Blutes.

(II. Mitteilung)

Uber  den  Einfluss  des  Niederdruckes auf die Bluteigenschaften

des normalen Kaninchens.

Von

Isao Takahasi.

Eingegangen am 30. September 1938.

   Verfasser untersuchte den Einfluss des Niederdruckes auf die Eigenschaften des

Blutes beim normalen Kaninchen. Die Untersuchung erstreckte sich bei allen Tieren

auf die Zahl der Rote- und Weissezellen, auf deren Prozentsatz, auf den Hamoglobin-

gehalt, Diameter der Erythrozyten, auf die Viskositat und Resistenz gegen hypotonische

Losung bei Erythrozyten.

   Wie Fig. 1 gezeigt, wurde ein eiserner Zylinder (Volum 6579ccm3) hergestellt und

durch Wasserpumpe der Binnendruck bis. zur 400mm Hg. verdunnt. In diesen Nieder-

druckapparat wurden normale Kaninchen 5 Stunden, 10 Stunden, 2 Tage, 3 Tage und

hochstens 8 Tage lang (jeder Tag je 10 Stunden) hineingesetzt. Nach einer Stunde wurde
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in die Kammer durch Ventilation 5 Minuten lang frische Luft hineingefuhrt, um eine

CO2 Vermehrung durch Ausatmung zu vermeiden. Der Versuch wurde bei Niederdruck

in feuchter Luft und bei Niederdruck in trockner Luft angestellt. Folgendes sind die

experimentellen Resultate:

    1) Nach einem Versuch von uber 2 Tagen tritt eine Vermehrung der Erythrozyten-

zahl und des Hamoglobingehaltes ein. Die Vermehrung des Hamoglobingehaltes tritt,

fruher ein als die der Erythrozytenzahl.

    2) Die Retikulozyten vermehren sich sogar in 5 Stunden der Wirkungszeit von

400mm Hg. Luftdruck. Diese Tatsache beweist klar den Reizzustand der blutbildenden

Wirkung des Knochenmarkes.

    Kernhaltige rote Blutkorperchen und Howell-Jolly'sche Korperchen sieht man eben-

falls nur selten und unregelmassig, polychromatophile Normoblasten vermehren sich

hauptsachlich parallelmit der Retikulozyten zahl.

3) Nach 5 stundigem-4 tagigem Aufenthalt im Niederdruckapparat ist nur eine

unbedeutende Veranderung in der Zahl der weissen Blutkorperchen festzustellen, doch

nach uber 6 tagigem Aufenthalt tritt eine deutliche Vermehrung der Zahl der weissen

Blutkorperchen auf. Die Zahl der weissen Blutkorperchen vermehrt sich schon nach

2 tagigem Aufenthalt im Niederdruckapparat, wobei die Luft im Apparate mit einem

Trockenmittel (CaCl2) bestandig ausgetrocknet wird (30% relative Feuchtigkeit). Das

Blutbild gehort zur Pseudoeosinophilie.

   4) Das Erythrozytenbild durch Niederdruck zeigt Anisocytose und Makrocytose.

    5) Die Viscositat des Blutes vermehrt sich beim Niederdruck. Ihr Vermehrungs-

grad und der der Erythrozytenzahl gehen nicht miteinander parallel, weil die Viscositat-

veranderung fruher als die Erythrozytenzahl zum normalen Wert zuruckkehrt.

    6) Die osmotische Resistenz des Blutes gegen hypotonische Kochsalzlosung ver-

mehrt sich durch die Einwirkung des Niederdruckes leicht.

    7) Es ist bemerkenswert, dass bei trocknem Zustand der Niederdruck die Bluteigen-

schaft immer starker beeinflusst als bei feuchtem Zustand. (Autoreferat)
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